
可児市介護予防・日常生活支援総合事業　Q＆A

No サービスの種類 質問概要 質問内容 回　　　答 回答日

1 介護予防型デイサービス サービスの利用回数 サービスの利用回数に制限はあるか。
ひと月の利用回数は次のとおりです。
・事業対象者、要支援１は、１回／週で最大５回／月
・要支援２は、２回／週で最大１０回／月

5/14

2 介護予防型デイサービス
サービスの利用回数の
変更

月の途中で利用回数を増減した場合は、日割り計算
をするのか。

算定単位をひと月（定額報酬）としているため、日割り計算
はしません。ただし、休業等事業所の都合によりサービスを
提供できなかった場合は、日割り計算をしてください。

5/14

3 介護予防型デイサービス 送迎減算
利用者が体調不良等で休んだ場合は、送迎減算を適
用する必要があるのか。

通所型サービスにおいて、体調不良等で休まれた場合など
利用者の都合によりサービスを利用しなかった場合は、送迎
減算は適用されません。

5/14

4 介護予防型デイサービス 送迎減算

行きは、利用者の家族が事業所へ送ってきた。帰りは
事業所と利用者のご自宅が比較的近いため徒歩で
送り届けた。この場合、帰りは送迎減算を適用する必
要があるのか。

この場合、行きは家族が送ってきたため、片道分（△47）の
送迎減算が適用されます。帰りは、事業所のスタッフが徒歩
で送り届けているため送迎減算は適用されません。
　なお、サービス利用者が事業所まで歩いて来た場合も送
迎減算が適用されます。

5/14

5 介護予防型デイサービス 送迎減算

要支援１の利用者のサービス提供回数は月によって５
回となるが、システムに入力すると「上限に達してい
る」と表示される。５回目の利用については、送迎減算
は適用されないということか。

事業所が送迎を行わなかった場合は、その都度送迎減算
（片道△47）が適用されます。家族等による送迎の可能性
がある場合は、通所介護計画書に明記してください。

5/14

6 介護予防型デイサービス
通所型独自サービス
同一建物減算１・２

通所介護計画では週２回通所することになっている要
支援２の利用者は、結局週１回しか利用しなかったの
で、通所型独自サービス同一建物減算1（△376）で
算定して良いか。

定額報酬のため、算定項目の条件は「要支援２」が適用さ
れます。通所型独自サービス同一建物減算２（△752）で算
定してください。

5/14
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7 介護予防型デイサービス 運動器機能向上加算

運動器機能向上加算が廃止され、基本報酬に包括化
されたが、加算の算定にこれまで必要であった要件に
対する対応は必要なくなり、評価・計画書の作成、モニ
タリングなどは行わなくてもよいという解釈でよいか。

基本報酬に包括化されたことにより、運動器機能向上加算
に必要な要件の対応が全く必要なくなったということではな
く、ケアマネジメントが必要な方であればこれまで通り計画
書の作成やモニタリングなどご対応ください。

5/14

8 訪問介護
ヘルパーの訪問回数の
変更

月の途中で利用回数を増減した場合は、日割り計算
をするのか。

算定単位をひと月（定額報酬）としているため、日割り計算
はしません。利用回数の増減について計画書に反映し、翌
月から変更してください。

5/14

9 介護予防型デイサービス
月途中の区分変更に係
る給付管理

要支援１の認定を受けていたが通院のためサービス
を利用していなかった。月途中に要支援２になりサー
ビスの利用を開始した。要支援２になった月について、
要支援１での利用がなかった場合の当該月の請求は
どうなるか。

要支援１の期間については、サービスの利用がないため請
求できません。要支援２の期間について、日割りで算定して
ください。

1/8


